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［工事写真撮影要領等］





(注) 特に監督職員が立会することを指示したものについては、該当写真の備考欄に「監督職員立会」と明記する。





(1)　災害写真については、その被災状況（位置、規模等）が判明するように撮影する。可能なら被災前、被災中も撮影する。


(2)　地下埋設物、公害、環境、補償等に関する写真は、その状況（位置、規模等）が判明するよう撮影する。公害、環境、補償等については、工事前、工事中の状況と対比できるように撮影する。





(1)　一般土木工事等写真撮影基準(案)により撮影する。


(2)　各工事の施工過程における安全管理面の視点から、作業別重点安全管理項目に関する写真を撮影する。


(3)　安全訓練等の実施状況の報告を写真で行う場合は、日付、参加人数等が分かるように撮影する。





(1)　一般土木工事等写真撮影基準(案)により撮影する。


(2)　各種材料試験等の実施状況及び測定結果が確認できるよう撮影する。


　　材料の品質管理を行う時は、材料寸法の他、必ずＪＩＳマークもしくは規格表示部分の写真を撮影する。


(3)　長尺もの等の形状寸法写真を撮影する時は、ハレーションを起こさないようテープの当て方に注意する。


(4)　特に撮影枚数の多い場合を除き、各データと対応するよう写真整理する（ファイルにまとめる。）こと。





(1)　一般土木工事等写真撮影基準(案)により撮影する。


(2)　不可視部分と明視部分の境界面（例：積ブロックんお河床と接する付近）については、上げ墨を打ち撮影する。


　　なお、構造物の高さが３ｍ未満のものについては上げ墨を省略してもよい。


(3)　検査時に測定が困難なものについては、写真で出来形が確認できるよう工夫する。


(4)　寸法写真の他、指定仮設物、各種準備工、法面の築立て状況、及び溶接状況等の主たる施工内容が確認するための写真についても、適宜撮影する。





(1)　一般土木工事等写真撮影基準(案)により撮影する。


(2)　埋設部分等検査時に確認のできない箇所については、原則として実測寸法等については全て撮影する。


(3)　測定寸法等の写真撮影が困難な箇所については、必要に応じて監督職員が立会のうえ撮影し添付する。


(4)　鉄筋の組立状況については、かぶりの寸法、隅角部の補強鉄筋の組立状況が判明するよう撮影する。


　　（例：主鉄筋の折り曲げ部分に配力鉄筋が配置されているかどうかを確認できる等）


(5)　土壌改良剤、場所打杭等は１施工単位当りの材料使用状況が判明するよう撮影する。





(1)　一般土木工事等写真撮影基準(案)により撮影する。


(2)　着手前及び完成写真は、できるだけ同じアングルで撮影する。


(3)　施工状況写真は、工種・種別毎に進捗状況が分かるよう撮影する。








